










被災していない土地
従来の農業スタイルを持続

内陸部の軽度の被災地
エネルギー資源としての

プランテーションバイオマス事業

ヤ―コン
トウモロコシ 等

壊滅的な沿岸の被災地
農業の工場化⇒農業タワー

コンピューター管理
（水耕栽培）

自家発電による
エネルギー循環システム

壊滅的な沿岸の被災地
エネルギー資源としての

プランテーションバイオマス事業

ヒマワリ
菜種 等

Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区

Ａ地区に塩害地でも生育可能な植物の
大規模なプランテーションをつくる。
収穫された種子などは
バイオエネルギーの原料となる。
美しい景観を作り、環境資源とする。

Ｂ地区には従来の出荷量をカバーする
野菜工場=農業タワーを建築。
水耕栽培による無農薬野菜の栽培と
多毛作が実現。
建物の外装にはソーラーパネルを設置し、
太陽光発電も可能。
不可食部は併設されたバイオマス工場にて
バイオエネルギーの原料となる。

Ｂ地区～Ｃ地区にかけての
非居住地域の土壌部分にて
水耕栽培では生育不能なヤ―コンやトウモロコシ等の
大規模プランテーションをつくる。
バイオマス工場にてバイオエネルギーの原料となる。

Ｃ地区では従来のスタイルを
維持した農業を行う。





有機的な曲線を用いたデザイン


